












２ 安全管理方法

１ 安全推進委員会等の開催

社長を委員長とする『安全推進委員会』を毎月１

回開催し、事故防止及び安全確保につながる情報の

収集・分析を行い、再発防止に有効な対策等の検討

を行うとともに、本社・現場間の意思統一を図って

います。また、委員会での検討結果は各現業機関に

おいて訓練・点呼等により、社員に対し確実に情報

共有を行い周知徹底を図っています。

さらに、必要に応じて踏切設備、強風対策及び運

転保安設備（信号機の改良や速度超過防止対策）、ワ

ンマン運転時の安全確保等に関する専門委員会を随

時開催しています。

【安全推進委員会】

２ 輸送安全総点検等の実施

多客輸送期間であるＧＷ、夏季及び年末年始多客

輸送前には、輸送安全総点検を実施し輸送の第一線

を担う現業機関及び関係グループ会社の安全確保に

係る取り組み状況を確認するとともに、安全意識の

醸成に取り組んでいます。

また、点検により改善が必要な事項については、

迅速に是正措置を講じるよう指導を行うとともに、

次回点検時において確実に改善されているのか、継

続的な確認を実施しています。

さらに、社長や安全統括管理者などの本社幹部と

現場社員との意見交換会を適宜実施し、風通しのよ

い職場環境の構築を図っています。

【本社幹部との意見交換会】

３ 輸送障害防止対策会議

災害発生時における各系統間のお互いの業務に対

する理解を深め、輸送障害発生時に迅速で正確な対

応ができる体制を目的として、毎年、梅雨・台風時

期前に『輸送障害防止対策会議』を開催しています。

この会議には、現場第一線の指揮を担う助役等が

出席し、現場の生の声を意見交換することにより、

より踏み込んだ意見集約を行うとともに、各系統間

のコミュニケーションの向上を図っています。また、

『輸送障害防止対策会議』での検討内容を各職種に

おいて水平展開することで、災害発生時の取り扱い

誤りの防止や適確な旅客案内に役立てています。

【輸送障害防止対策会議】
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４ 安全教育

ＪＲ四国には、『研修センタ－』という教育の専門施

設があります。この研修センタ－では、各種研修につい

ての講座を開設しており、駅係員、乗務員、指導者及び

専門技術者等、新人社員から幹部社員までの幅広い研修

を実施しています。特に、鉄道係員に最も重要な安全に

対する意識や職責の重大性、異常時における迅速で的確

な判断力の教育など、安全教育を中心とした各種教育・

訓練などを実施しています。

【鉄道事故展示室】

また、平成２２年１０月から更なる安全・事故防止の一環として、同研修センタ－内に「鉄道事

故展示室」を開設し、国鉄時代からの重大鉄道事故１４件及びＪＲ四国管内で発生した大きな輸送

障害について、当時の新聞記事や事故概況、対策の取り組みを展示・掲出し、安全意識の醸成に役

立てています。

５ 職場内での教育訓練

研修センタ－で実施する集合教育とは別に、各職場内において職場内教育を実施しています。

車掌・運転士の教育は、全乗務員を対象とした「定例訓練」「業務研究会」を実施するとともに、

特に運転士においては、車両故障や踏切事故などの異常時を再現できる「乗務員訓練シミュレ－タ」

を導入し、臨場感ある状況の中で業務知識・技術の習得に取り組んでいます。

また、乗務員以外の社員の職場内教育については、異常時の取扱方及び復旧訓練、若手社員の技

術力向上並びに技術継承等を目的とした講習会・競技会などを開催するとともに、各職種間の連携

強化等を図る目的で運転士・車掌・駅・指令等による合同訓練会なども開催しています。

【乗務員訓練シミュレータを使用した合同訓練会】 【電車線断線復旧訓練】

６ 異常時対応訓練

■ 総合事故対策訓練

列車脱線など、大規模な事故を想定し警察、消防等関係機関の協力を得て、各系統の社員が合同

で行う総合事故対策訓練を毎年１回実施しています。平成２８年度は１１月２２日に高知運転所構

内で行い約３００名が参加しました。訓練では列車防護の処置、消防や関係社員等との連携、油圧

ジャッキによる脱線車両の載線訓練、線路復旧訓練、お客さま対応訓練などを実施しました。

【開会式整列風景】 【消防によるお客さま救助】 【油圧ジャッキによる載線】
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■ 異常時列車取扱訓練会

駅関係の新任・若手社員等を対象として、職場単位（管理

駅単位）の１１駅において、異常時を想定した運転及び機器

等の取扱訓練である異常時列車取扱訓練会を毎年実施してい

ます。

関係箇所の協力を得ながら、できるだけ実場面に近い状況

を設定することで、より実態に即した訓練を実施し、異常時

対応能力の向上を図っています。

【異常時列車取扱訓練会】

■ 地震・津波避難誘導訓練

地震が発生し大津波警報が発表された場合を想定し、『地

震・津波避難誘導訓練』を平成１７年度から行っています。

平成２８年度は５月２４日 鳴門線金比羅前駅～教会前駅

間と、１１月２日 土讃線須崎駅構内でそれぞれ実施し、列

車にご乗車のお客さまや駅のお客さまを、安全・迅速に指定

避難場所まで避難誘導させる方法・案内方の訓練を実施しま

した。

社員のほか、四国運輸局、周辺自治体、地元警察署・消防

署等から関係者延べ約３００名が参加し実施しました。

【地震・津波避難誘導訓練】

■ トンネル内列車火災発生時の避難誘導訓練

トンネル内で列車火災が発生し、トンネル内で停車したと

いう想定で、平成２８年９月９日の深夜、内子線五十崎トン

ネルで火災発生時の避難誘導訓練を実施しました。トンネル

内で列車火災が発生し、動けなくなった列車から運転士と車

掌が協力し、お客さまを車外に避難誘導しました。また、警

察や消防との情報伝達や救助活動の訓練も併せて実施しまし

た。

【トンネル内列車火災発生時避難誘導訓練】

■ 本四備讃線 異常時取扱訓練

瀬戸大橋線の橋梁上で車両故障等が発生し停車したという

想定で、平成２８年１０月７日の深夜から早朝にかけ、本四

備讃線異常時取扱訓練を実施しました。今回の訓練では、走

行できなくなった上り線の列車に、下り列車を横付けし非常

用渡り板でお客さま救済を実施しました。また、宇多津駅ま

での退行運転や駆け付けたお客さま対応班のお客さま対応な

どの訓練を実施し、本四備讃線での異常時対応能力の向上に

取り組みました。

【本四備讃線 異常時取扱訓練】
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【救命救急講習】 【駅構内に設置されているＡＥＤ】

５ 防災士の資格取得

「安心してご利用いただける鉄道」を目指し、『防災士』の資

格取得を推進しています。平常時から防災力向上を図る（防災

意識の啓発や各種訓練の計画実施等）とともに、災害発生時等

では地域のリーダーとして初期消火、救出救護、避難誘導等の

互助活動などを効果的に行えるよう養成しています。防災士の

資格取得者は、平成２９年３月末までに４９名となりました。

【防災士による救命講習】

（地震・津波避難誘導訓練）

防 災 士 とは・・・

社会の様々な場所で減災と社会の防災力向上のための活動を行うことがで

きる、十分な意識・知識・技能を有する者として認められた者のことでＮ

ＰＯ法人「日本防災士機構」が認定する資格です。

６ サービス介助士の資格取得

お年寄りや身体の不自由なお客さまが安心してご利用いただける鉄道を目指し、駅係員、車掌・

運転士の『サービス介助士』の資格取得に向け、平成１６年度に四国の企業として初めて研修を実

施しました。

サービス介助士の資格取得者は、平成２９年３月末現在で１９２名となり、高松駅をはじめ、駅、

ワープ支店及び全運転区所等に配置しています。

【サービス介助士研修】

サービス介助士 とは・・・
サービス介助の基本理念、接遇・介助技術などの知識や、実際のサービス介助に関する技術を身に付けた専門家のこ

とで、ＮＰＯ法人「日本ケアフィットサービス協会」が認定する資格です。
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